
医療費控除の明細書の書き方

　医療費控除を申告するかたは、事前に、ご自身で「医療費控除の明細書」を作成してください。

年分 医療費控除の明細書 ◆医療費通知を利用する場合
⑴ 医療費通知に記載された医療費控除対象の額（個人負担の額）を記入する。

⑵ 個人が、その年に実際に負担した医療費控除対象の額を記入する。

⑶ ⑵に対して生命保険など、医療費に対する給付金を受領している場合は、

合計額を記入する。

※注意点

・医療費通知の額を記載した場合は、医療費通知の原本を添付してください。

・医療費通知は年の途中までの医療費しか記載されていませんので、ご注意ください。

◆領収書から記載する場合
【事前準備手順】

明細書に記入する前に以下の作業を行う。

・医療費の領収書を個人別に仕分ける。

・個人別に仕分けした領収書を、さらに支払った医療機関等別に仕分ける。

・個人別および医療機関等別に仕分けした領収書それぞれの合計額を計算する。

【明細書への記載手順】

① 医療費を負担した個人名を⑴に記入する。

② 個人が医療費を支払った医療機関を⑵に記入する。

③ ⑶の該当する□の中をチェックする。

④ 個人が負担した医療費の額を個人別及び医療機関等別に⑷に記入する。

⑤ ⑷の列の金額に対し、保険などによる補てんがある場合は⑸の列に記入する。

※注意点

・申告の際、領収書の提出は不要です。

・医療費通知で記載したものを二重で記入することはできません。

◆控除額の計算
①Ａ、Ｂの金額をそれぞれ「３ 控除額の計算」に転記する。

②Ａの金額を申告書表面の㉓医療費控除欄の「支払った医療費等」

へ、Ｂの金額を「保険金等などで補填される金額」へそれぞれ転

記する。

③申告書の⑨合計所得の金額を「３ 控除額の計算」のＤに転記する。

なお、次の場合にそれぞれ次の金額を加算する。

・退職所得及び山林所得がある場合…その所得金額

・ほかに申告分離課税の所得がある場合

…その所得金額（特別控除前の金額）

④「３ 控除額の計算」より、医療費控除額を求め、申告書表面の㉗

医療費控除へ転記する。

①② 個人が負担した医療費の額を個

人別及び医療機関等別に記入する。

③ ⑶の該当する□の中を

チェックする。

⑤ ⑷の列の金額に対し、保険などによる

補てんがある場合は⑸の列に記入する。

④ 個人が負担した医療費の額を個人別

及び医療機関等別に⑷に記入する。
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